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≪バス事業者検討会について≫ 

稲城市地域公共交通会議におけるバス事業者の部会としてこの会議を開催し、会議名

称をバス事業者検討会とする。 

 

１ 路線バスの運行要請について 

⑴共同運行区間 

若葉台四丁目～若葉台駅～長峰～向陽台～（稲城市立病院）～南多摩駅 

【若０１】【若１２】の統合について要望 

⇒バス事業者両社とも、２つの系統を統合し若葉台四丁目から直通運転すると

いう検討は困難。 

（小田急） 若葉台駅～南多摩駅の路線については、路線バスが運行する場合、

ｉバス運行本数を減便等していく方針とのことから、協議していく。 

（京王）  利用者は、稲城駅志向から若葉台駅志向への転換が見られ、若葉台

駅～南多摩駅の路線は検討すべきであると考えている。既存の輸送力

の中でやりくりができるかどうか検討することになる。 

      ｉバス利用者７時台の南多摩駅降車数の推移資料がほしい。 

 

⑵小田急バス(株) 

●新百合ヶ丘～上平尾土地区画整理【新０８】  平尾団地への経由 

⇒新百合ヶ丘までの時間が延びること、及びそれに伴う便数減により、上平尾

からの利用者にとってロスになってしまう。また、平尾団地～新百合ヶ丘駅

間の路線バス運行は充実している方でもあることからも、現在検討すること

は難しい。 

●稲城駅～駒沢学園【稲０３】、駒沢学園～新百合ヶ丘駅【新０６】  連続する路線へ

の要望 

⇒現在のダイヤを維持するにはバスの増台が必要になる見込であり、難しい。 
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○稲城駅～柿生駅北口【柿２４】  若葉台駅前広場に往復乗り入れ 

⇒稲城駅方面行きはｉバスが運行している。また、乗り入れると所要時間が増

え運行本数が維持できなくのため、難しい。 

 

⑶京王電鉄バス(株) 

○若葉台駅～永山駅～聖蹟桜ヶ丘【桜２８】の平日運行（現在土､日､休日のみ） 

⇒以前、貸切バスが聖蹟桜ヶ丘の京王デパートまで運行していた。現在の路線

バスでも主にお買いもの客に利用していただいている路線である。平日の需

要があるかどうか、利用状況を確認してみる。 

 

△調布駅～稲城市立病院【調２１】の増便 

△聖蹟桜ヶ丘～稲城台病院入口【桜０７】の若葉台駅乗り入れ 

⇒意見として承る。 

 

２ ｉバスと路線バスとを棲み分ける路線について 

ｉバスを撤退し、路線バスの運行を検討する路線 

⇒運行できる道路が限られており、ｉバスとの完全な棲み分けは難しい。 

 

３ ｉバスの将来構想について 

○平尾団地から川崎市（金程・細山）を経由し、市役所・市立病院へ行く路線 

⇒仮に川崎市内をバス停なしで路線バスの乗客に影響しないように運行したと

しても、沿線の川崎市民を刺激し、「運行しているのになぜ通過するだけなの

か」などの不満が想定されるため難しい。 

 

４ バス停の充実について 

⑴ベンチ・上屋の設置 

バス停へのベンチ・上屋の設置については、近年の高齢化社会に加え地球温暖化

による影響が大きく、高齢者が安心してバスを利用できるよう望まれています。 

※特にＤコース「稲城団地」「稲城長沼駅」バス停へのベンチ設置を要望 

 

⇒両社とも上屋については順次増設しているが、ベンチ設置は事故リスクが高

く、維持管理の問題もあるため積極的には設置しておらず、小田急バス㈱に

おいて設置条件や利用状況に応じて一部増設をしているのみであり、京王電

鉄バス㈱では設置していない状況である。 

なお、降車場の上屋は費用対効果の観点から基本的に設置していない。 
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⑵上屋への照明設置 

一部のバス停（長峰等）では、上屋に照明が無く、日没後は周辺より暗くなって

しまうバス停があり、防犯上の観点からも、日没後も利用者が安全に安心してご利

用できるよう、照明の設置を要望いたします。 

※ソーラー照明の提案 

⇒現地を確認して検討する。 

 

５ その他 

 （京王）共同運行区間は、京王、小田急がお互い運行資源を持ち寄り、その資源

をどう回して各路線を運行するかを協議し、両社の合意のもと運行しているもの

である。必ずしも２社による運行とは限らないが、両社の合意が必要になる区間

である。 

 （小田急）川崎市では社会実験として路線バスが増回便をする場合の補助金制度

がある。社会実験ということであれば試行運転が検討し易い。 

 （事務局）今後２ヶ月に１回程度の開催とし、次回開催は、各自治会からの要望

を取りまとめ、9月末から 10 月初旬を予定させていただきたい。 

 


